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概要：継続を基本とする C と互換性のある言語、 Conitinuation Based C(CbC) を用いて
OSの実装を考案した。状態遷移単位で OSの処理を実装することで、処理の入出力が明確
化され、定理証明支援系に適した表現形式で処理が記述可能である。ここでは現在 CbCを
用いて開発している OS、 GearsOSについての実装及び今後の展望について考察する。

キーワード：システムプログラミング, CbC, 軽量継続, OS

1. 証明可能なOS

コンピュータ上で動作するあらゆるソフトウェ
アや資源を管理する OSは、 高い信頼性が保証さ
れてほしい。信頼性の保証にはテストプログラム
を用いた検証や、 形式手法を用いた証明を使う手
法が存在する。頻繁に並列処理を行う OS では、
スレッド間の共通資源の競合などの非決定的な実
行を行う。OSの信頼性を保証する上ではテストや
デバッグを用いる手法では、 発生しうる状態を完
全に保証するのは困難である。そのため、 テスト
を用いる方法ではなく、 形式手法的なアプローチ
を用いてOSの信頼性を保証したい。しかしOSの
殆どは C言語やアセンブラで記述されており、こ
れらでは関数呼び出し時で実行する処理にスタッ
クに積まれた変数や、 グローバル変数などを多様
してしまう。現在開発している GearsOSは、 継
続を基本とする言語Conitinuation Based C(CbC)

で実装されている。
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